




















































学習障害（LD : Learning Disabilities），注意欠陥多動性障害（ADHD : At-







































































































































メントによって明らかにすることが必要となる（Nock & Kurtz, 2005）。例え
ば，原（2005）は，授業中に課題行動から逸脱した off-task 行動が多く見ら
れた児童は個別の支援を必要とすると判断し，教室内で機能的アセスメントを




































対しては，全体指示で正答が 77％，個別指示で正答が 15％，誤答が 8％であ
った。つまり，担任もしくは教員補助者による指示で，7割の行動ができてい
たことを示した。しかし，「答えが分かる人？」などの「手を挙げて発表する」
指示に対しては，全体指示では 20％，個別指示では 7％，誤答が 73％であっ
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